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貧の意地 （江戸） 諸国はなし、巻一の三、大晦日（おほつごもり）はあはぬ算用 
大力 （讃岐） 本朝二十不孝、巻五の三、無用の力自慢 
猿塚 （筑前） 懐硯、巻四の四、人真似は猿の行水 
人魚の海 （蝦夷） 武家伝来記、巻二の四、命とらるる人魚の海 
破産 （美作） 日本永代蔵、巻五の五、三匁五分 曙のかね 
裸川 （相模） 武家義理物語、巻一の一、我が物ゆゑに裸川 
義理 （摂津） 武家義理物語、巻一の五、死なば同じ浪枕とや 
女賊 （陸前） 新可笑記、巻五の四、腹からの女追剥（をんなおひはぎ） 
赤い太鼓 （京） 本朝桜陰比事、巻一の四、太鼓の中は知らぬが因果 
粋人 （浪花） 胸算用、巻二の二、訛言も只は聞かぬ宿 
遊興戒 （江戸） 置土産、巻二の二、人には棒振虫同前に思はれ 

















（我が物ゆゑに裸川）                  （裸川） 
青砥左衛門尉藤綱（あおとさえもんのじょうふじつな）      青砥左衛門尉藤綱 
人足の一人                                          浅田（あさだ）  



























                                                      
1 小泉浩一郎（『新釈諸国噺』論―「大力」「裸川」「義理」をめぐり―） 
 


































                                                      
2 木村小夜 （太宰治「裸川」論 『日本文学研究論文集』） 
 



































































‒ 小泉浩一郎（『新釈諸国噺』論 ―「大力」「裸川」「義理」をめぐり―） 
‒ 山田晃 （「西鶴と現代作家̶治̶」『解釈と鑑賞』昭和３２・６） 
‒ 木村小夜 （太宰治「裸川」論 『日本文学研究論文集』） 
‒ 寺西朋子 （太宰治『新釈諸国噺』出典考） 
‒ 木越治 （「西鶴挑発するテキスト」至文堂 ２００５／３出版） 
‒ 奥野健男 （『御伽草紙』解説 新潮文庫 ２００９刷） 
 
